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フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
の
マ

ニ
ラ
首
都
圏
市
議
会
議
員
連

盟
（
略
称
＝
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｌ
）
の

議
員
、
事
務
局
職
員
及
び
内

務
自
治
省
職
員
ら
40
名
が
8

月
19
日
、
全
国
市
議
会
議
長

会
へ
来
訪
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
当
日
の

午
前
中
に
日
本
の
地
方
自
治

制
度
に
つ
い
て
講
師
を
務
め

た
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の

高
田
寛
文
副
学
長
が
Ｍ
Ｍ
Ｃ

Ｌ
に
つ
い
て
紹
介
。
続
い
て

フ
ィ
リ
ピ
ン
市
議
会
議
員
連

盟
（
略
称
＝
Ｐ
Ｃ
Ｌ
）
の
ラ

ウ
ル・C・コ
ロ
会
長
が
本
会

訪
問
の
受
け
入
れ
に
感
謝
の

意
を
示
し
、「
本
日
の
研
修
や

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
今
後

の
私
た
ち
の
未
来
に
有
意
義

な
意
見
交
換
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
、
日
比
両
国
の

議
会
議
員
の
連
合
組
織
の
相

互
交
流
の
進
展
を
求
め
た
。

研
修
会
の
席
上
、
坊
恭
寿

会
長
（
神
戸
市
）
は
、
マ
ニ

ラ
首
都
圏
市
議
会
議
員
連
盟

の
訪
問
団
の
来
訪
に
当
た
っ

て
歓
迎
の
意
を
表
す
と
と
も

に
「
日
本
の
市
議
会
で
は
若

い
議
員
が
次
の
時
代
を
創
造

し
て
い
こ
う
と
各
々
活
動
し

て
い
る
。
日
本
は
こ
れ
か
ら

も
う
一
度
、
世
界
の
中
で
存

在
感
を
持
つ
国
に
な
ろ
う
と

努
力
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
ア
ジ
ア
の
皆
様
と
手
を

携
え
て
、
価
値
観
を
合
わ
せ

な
が
ら
、
高
み
に
上
が
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
語
っ

た
。研

修
で
は
、
本
会
の
宮
地

毅
事
務
総
長
が
本
会
の
設
置

目
的
や
法
的
位
置
付
け
、
事

業
紹
介
の
ほ
か
、
組
織
や
運

営
な
ど
に
つ
い
て
、
全
国
の

市
議
会
の
現
況
を
示
し
な
が

マニラ首都圏市議会議員連盟
（Metro Manila Councilors League＝MMCL）
マニラ首都圏は世界有数の都市圏人口の多い都
市として成長したが、人口過剰、交通渋滞、環境問
題など大都市特有の課題がある。
同議員連盟は、これら課題に対処するため、
1988年にマニラ首都圏内（左図）の16の市と１つの
町の地方議員をもって設立。各議員が協力して課
題に取り組むためのプラットフォームとして、課題
解決に向けた法改正の提唱などを行っている（構
成議員274名）。
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【写真上】研修の模様
【写真下】左からセラフィン・Y・バーナルディーノ（Sera f i n  Y. 
Bernardino）MMCL財務官、宮地事務総長、フランシス・キース・R・
ペラルタ（Francis Keith R. Peralta）ＭＭＣＬ会長、キャロリン・C・クナ
ナン（Carolyn C. Cunanan）ＭＭＣＬ主席
※記事中の写真はすべて、全国都市会館内で本会撮影

ら
説
明
し
た
。

説
明
終
了
後
、
出
席
議

員
か
ら
は
、
▽
議
員
定
数

が
減
っ
た
要
因
▽
教
育
や

医
療
・
福
祉
、
都
市
開
発

な
ど
主
要
な
問
題
の
政
策

決
定
に
お
け
る
議
員
の
年

齢
や
性
別
の
構
成
比
に
よ

る
影
響
▽
過
疎
地
域
に
対

す
る
財
政
措
置
や
地
方
へ

の
移
住
施
策
―
な
ど
の
質

疑
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
若
い
世

代
の
政
治
へ
の
関
心
が
高

く
参
画
意
欲
が
強
い
た
め
、

教
育
や
雇
用
な
ど
若
者
の

政
治
参
画
に
必
要
な
施
策

な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
が

展
開
さ
れ
、
活
発
に
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

議
員
連
盟
一
行
は
、
翌

20
日
、
ケ
ソ
ン
市
と
姉
妹

都
市
を
提
携
し
て
い
る
千

葉
市
、
マ
ニ
ラ
市
と
姉
妹

都
市
を
提
携
し
て
い
る
横

浜
市
を
訪
問
し
、
各
議
会

の
運
営
や
活
動
状
況
な
ど

に
つ
い
て
研
修
し
た
後
、

帰
国
の
予
定
。

全 国 市 町 村
振 興 協 会

受 託 銀 行 等

収益金
委 託

購入者（住民）

購 入
当せん金

都道府県（発売元）

交付金

各 都 道 府 県
市町村振興協会

納付金

サ マ ー ジ ャ ン ボ 宝 く じ 及 び
ク イ ッ ク ワ ン 8 月 発 売 分 の 流 れ

全国市町村振興協会ホームページより

住
民
の
福
祉
増
進

当せん金として
当せん者に支払
われます

市区町村の振興の
ために使われます

47.7%
(529.4億円）

35.1％
（389.3億円）

収益金当せん金

宝
く
じ
売
上

の
中
身1.2％（13.3 億円）

社会貢献広告費

16.0％（176.9 億円）
印刷経費、売りさばき
手数料など

全国市町村振興協会ホームページより

市町村振興宝くじ売上の中身
（令和５年度）

令和５年度 発売実績額･･･ 1,108.9億円
（内訳）

サマージャンボ宝くじ･･････559.2億円
サマージャンボミニ･･･････ 148.1億円
ハロウィンジャンボ宝くじ･･･275.5億円
ハロウィンジャンボミニ･･････ 97.7億円
クイックワン8月発売回号分･ 16.3億円
クイックワン9月発売回号分･ 12.1億円

収益は自治体財源に収益は自治体財源に

いつでも買える。
すぐ結果でる。
ネット専用くじ！

宝
く
じ
公
式
サ
イ
ト

で

は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

全
国
自
治
宝
く
じ
「
ク
イ
ッ

ク
ワ
ン
」
を
発
売
中
。

通
年
発
売
さ
れ
る
ク
イ
ッ

ク
ワ
ン
の
う
ち
、令
和
６
年

８
月
1
日
か
ら
31
日
の
間

に
発
売
さ
れ
た
分
に
つ
い
て

は
、市
町
村
振
興
宝
く
じ（
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）と
同
様
に
、

そ
の
収
益
金
が
各
都
道
府
県

の
市
町
村
振
興
協
会
と
全

国
市
町
村
振
興
協
会
を
通
じ

て
市
区
町
村
の
振
興
に
資
す

る
事
業
に
使
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る（
左
図
）。

令
和
５
年
度
に
お
け
る
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
、ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
及

び
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
８・９
月
発

売
回
号
分
に
つ
い
て
は
、売
上

金
の
う
ち
35
・
１
％
が
収
益

金
と
さ
れ
て
お
り
、
市
区
町

村
（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）

の
貴
重
な
自
主
財
源
と
さ
れ

て
い
る
。

市区町村の振興に
資する事業を実施

す
ぐ
当
た
り
が
わ
か
る

ク
イ
ッ
ク
ワ
ン

「
ク
イ
ッ
ク
ワ
ン
」
は
、

発
売
回
号
に
よ
り
価
格
や
賞

金
条
件
も
異
な
る
。

８
月
発
売
号
分
の
１
等
賞

金
は
、「
１
５
０
０
ｍ
走
」

＝
5000
万
円
、
「
ス
ト
リ
ー
ト

バ
ス
ケ
」
＝

3000
万
円
、
「
ス

ピ
ー
ド
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」
＝

1000
万
円
、
「
花
火
」
＝
100
万

円  

、
「
カ
プ
セ
ル
ト
イ
」

＝
10
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

宝くじ
公式サイトで
発売中！
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
７
万
８
３
８
０
人

（
令
和
６
年
７
月
31
日
）

▽
面
積　
24・26
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
平
成
３
年

10
月
１
日
に
県
下
10
番
目
の

市
と
し
て
市
制
施
行
、「
香

芝
市
」
が
誕
生
し
た
。
奈
良

県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
大

阪
府
に
接
し
て
お
り
、
京
阪

神
地
域
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

古
く
は
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ

た
二
上
山
の
裾
野
に
広
が
り
、

自
然
豊
か
な
風
景
と
深
い
歴

史
が
自
慢
。

地
場
産
業
と
新
た
な
産
業

が
共
存
し
て
い
る
な
ど
、
香

芝
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を

も
つ
市
で
も
あ
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
香
芝
の
「
カ

シ
バ
」
を
図
案
化
し
た
も
の

で
、
円
形
に
ま
と
め
た
の
は

和
の
精
神
を
表
し
、
両
横
に

張
り
出
し
た
翼
の
形
は
将
来

へ
の
発
展
飛
躍
を
表
現
し
て

い
る
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　
16
人
（
男
性

13
人
、
女
性
３
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
３
年
３

月
28
日　
立
候
補
19
人
（
投

票
率
43・10
％
）　
令
和
６
年

５
月
19
日
補
欠
選
挙
（
投
票

率
43・21
％
）　

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
議
会

改
革
推
進
の
た
め
、
令
和
３

年
６
月
の
香
芝
市
議
会
基
本

条
例
の
施
行
に
よ
り
、
議
会

の
権
能
強
化
の
明
文
化
、
文

書
質
問
制
度
の
創
設
、
議
会

改
革
推
進
会
議
の
設
置
な
ど

を
行
い
、
さ
ら
に
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
２
項
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

「万葉集」に詠まれた二上山
（写真提供＝香芝市）

本
市
は
、
大
阪
市
の
中
心

部
か
ら
32
キ
ロ
、
奈
良
市
の

中
心
部
か
ら
24
キ
ロ
の
距
離

に
あ
り
、
鉄
道
網
で
は
市
内

に
８
つ
の
駅
を
有
し
、
大
阪

市
内
へ
は
最
短
22
分
と
い
う

至
便
な
と
こ
ろ
に
位
置
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
は
、
二
上
山

の
裾
野
に
広
が
り
、
自
然
豊

か
な
風
景
と
深
い
歴
史
が
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
二
上
山
の

千
数
百
年
前
の
火
山
活
動
等

に
よ
り
現
在
の
姿
に
な
り
ま

し
た
屯
鶴
峯
が
有
名
で
す
。

さ
ら
に
、
本
市
議
会
で
は
、

今
後
も
条
例
を
中
心
に
議
会

改
革
を
進
め
、
よ
り
市
民
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
香
芝
へ
お
越
し
下
さ

い
。 議

長
の
話

議
長
の
話

香

芝

市

部
会
長
市
紹
介

第5回第 5回

川田 裕 議長

市　章

８
月
15
日
、

政
府
主
催
の
全

国
戦
没
者
追
悼

式
が
日
本
武
道

館
で
開
か
れ
た
。
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、

遺
族
を
は
じ
め
岸
田
文
雄
首

相
や
坊
恭
寿
本
会
会
長
（
神

本日、「戦没者を追悼し平和を祈念
する日」に当たり、全国戦没者追悼式
に臨み、さきの大戦において、かけが
えのない命を失った数多くの人々とそ
の遺族を思い、深い悲しみを新たにい
たします。
終戦以来７9年、人々のたゆみない努

力により、今日の我が国の平和と繁栄
が築き上げられましたが、多くの苦難
に満ちた国民の歩みを思うとき、誠に
感慨深いものがあります。
これからも、私たち皆で心を合わせ、

将来にわたって平和と人々の幸せを希
求し続けていくことを心から願います。
ここに、戦後の長きにわたる平和な

歳月に思いを致しつつ、過去を顧み、
深い反省の上に立って、再び戦争の惨
禍が繰り返されぬことを切に願い、戦
陣に散り戦禍に倒れた人々に対し、全
国民と共に、心から追悼の意を表し、
世界の平和と我が国の一層の発展を祈
ります。

天 皇 陛 下 お こと ば天 皇 陛 下 お こと ば 「全国民と共に心から追悼」
戦没者追悼式で天皇陛下

戸
市
）
ら
約
４
０
０
０
人
が

参
列
し
、
戦
没
者
約
３
１
０

万
人
の
ご
冥
福
を
祈
っ
た
。

岸
田
首
相
の
式
辞
に
続
き
、

参
列
者
全
員
に
よ
る
１
分
間

の
黙
と
う
の
後
、
天
皇
陛
下

か
ら
の
お
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
は
「
過
去
を
顧

み
、
深
い
反
省
の
上
に
立
っ

て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰

り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願

い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍
に
倒

れ
た
人
々
に
対
し
、
全
国
民

と
共
に
、
心
か
ら
追
悼
の
意

を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我

が
国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り

ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
全

文
を
左
掲
）。 

出典：首相官邸ホームページより

件
の
拡
大
を
行
っ
た
。



令和 6年 8月 25日号（4）第 2273・4号 全 国 市 議 会 旬 報

令
和
6
年
５
月
か
ら
７
月
に
全
国
の
市
区
議
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
の

う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま
と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な
内

容
を
紹
介
す
る
（　
本
会
Ｗ
ｅ
ｂ
意
見
書
ボ
ッ
ク
ス
）。

（

）

令
和
6
年
５
月
～
７
月

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

最
近
の
意
見
書
・
決
議
の
動
向

	 件　　名	 意見書	 決議	
〇義務教育費国庫負担制度の堅持	 89	 ―
〇地方財政の充実・強化	 85	 ―
〇国における令和 7年度教育予算	 52	 ―
　拡充
〇少人数学級の推進	 49	 ―
〇教職員定数改善	 39	 ―
〇ガザ地区における平和の早期実現	16	 19	
〇地域における「こども誰でも通園	32	 ―
　制度」の制度拡充等
〇厚生年金への地方議会議員の加入	20	 ―
〇学校給食費の無償化	 20	 ―
〇訪問介護費の引き下げ撤回と介護	20	 ―
　報酬引き上げの再改定
〇地方自治法改正	 17	 ―
　・改正反対、慎重な議論	 (5)	 ―
　・慎重な運用	 (11)	 ―
　・改正自治法廃止	 (1)	 ―
　【小計】	 419	 19
〇その他	 501	 27	
【総合計】	 837	 46

5 月から 7月に可決した意見書・決議の状況 義

務

教

育

費

義

務

教

育

費

国
庫
負
担
制
度
堅
持

国
庫
負
担
制
度
堅
持

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

は
89
件
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
は
、
自
治
体
の
教
職
員
安

定
的
確
保
の
た
め
に
、
教
職

員
の
給
与
の
一
部
を
国
が
負

担
す
る
制
度
。

意
見
書
で
は
、
教
育
の
機

会
均
等
確
保
の
た
め
、
制
度

の
堅
持
を
求
め
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
多
く
の
意
見
書
が

教
育
予
算
の
拡
充
、
少
人
数

学
級
の
推
進
、
教
職
員
定
数

改
善
な
ど
を
併
せ
て
要
望
し

て
い
る
。

※「義務教育費国庫負担制度の堅持」「国におけ
る令和7年度教育予算拡充」「少人数学級の推進」
「教職員定数の改善」のうち複数を求める意見書
をそれぞれに計上したため、意見書の合計は小計、
総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

地
方
財
政
の
充
実・強
化

地
方
財
政
の
充
実・強
化

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
は
85
件
。

意
見
書
で
は
、
地
方
公
共

団
体
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た

り
新
た
な
役
割
が
求
め
ら
れ

る
一
方
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
人
員
が
圧
倒
的
に
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不

足
す
る
人
員
体
制
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
は
今
後

は
よ
り
積
極
的
な
財
源
確
保

が
求
め
ら
れ
る
と
指
摘
。

そ
の
上
で
、
①
現
行
水
準

以
上
の
積
極
的
な
地
方
財
源

の
確
保
と
充
実
②
地
方
単
独

事
業
分
も
含
め
た
、
十
分
な

社
会
保
障
経
費
の
拡
充
等
③

臨
時
財
政
対
策
債
に
頼
ら
な

い
よ
り
自
律
的
な
地
方
財
政

の
確
立
、
地
方
の
安
定
的
な

財
源
確
保
に
向
け
た
よ
り
抜

本
的
な
改
善
④
政
府
が
減
税

政
策
を
行
う
際
、
地
方
財
政

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
財
源

を
必
ず
保
障
す
る
こ
と
⑤
自

治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
に
向
け
た
必
要

な
財
源
の
保
障
、
Ｄ
Ｘ
化
に

伴
い
地
方
で
シ
ス
テ
ム
改
修

や
事
務
負
担
の
贈
呈
が
想
定

さ
れ
る
際
の
財
政
支
援
⑥
人

口
減
少
に
直
面
す
る
小
規
模

自
治
体
へ
の
支
援
の
た
め
、

段
階
補
正
の
拡
充
な
ど
地
方

交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・

財
政
調
整
機
能
の
強
化
―
な

ど
を
要
望
し
て
い
る
。

教
育
予
算
拡
充

教
育
予
算
拡
充

国
に
お
け
る
令
和
７
年
度

教
育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意

見
書
は
52
件
。

充
実
し
た
教
育
実
現
の
た

め
に
は
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
の
整
備
を
一
層
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
上
で
、
▽

災
害
か
ら
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

少
人
数
学
級
の
推
進

少
人
数
学
級
の
推
進

少
人
数
学
級
の
推
進
を
求

め
る
意
見
書
は
49
件
。

意
見
書
で
は
、中
学
校・高

等
学
校
で
の
35
人
学
級
の
早

期
実
現
と
更
な
る
少
人
数
学

級
の
検
討
に
つ
い
て
求
め
て

い
る
ほ
か
、
多
く
の
意
見
書

が
教
職
員
定
数
の
改
善
に
つ

い
て
要
望
し
て
い
る
。

ド
両
面
の
教
育
復
興
▽
少
人

数
学
級
等
実
現
の
た
め
の
教

職
員
定
数
改
善
計
画
の
早
期

作
成
・
実
現
▽
就
学
援
助
や

奨
学
金
事
業
に
関
わ
る
予
算

の
拡
充
―
な
ど
の
項
目
を
中

心
に
、
令
和
７
年
度
に
向
け

予
算
の
充
実
を
求
め
て
い
る
。

教
職
員
定
数
の
改
善

教
職
員
定
数
の
改
善

教
職
員
定
数
の
改
善
を
求

め
る
意
見
書
は
39
件
。

意
見
書
で
は
、①
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
並
み
の
教
育
予
算
の
確

保
お
よ
び
専
門
職
や
専
科
教

員
、支
援
員
等
の
人
的
措
置
や

学
校
施
設
整
備
費
の
充
実
②

学
校
の
働
き
方
改
革・長
時
間

労
働
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、

加
配
教
員
の
増
員
や
事
務
職

員
・
養
護
教
諭
・
栄
養
教
諭
等

少
数
職
種
の
配
置
増
、「
チ
ー

ム
と
し
て
の
学
校
」な
ど
の
教

職
員
定
数
改
善
③
加
配
の
削

減
は
行
わ
な
い
こ
と
④
教
職

員
の
処
遇
改
善
に
必
要
な
財

政
措
置
⑤
教
職
員
の
安
定
的

な
新
規
採
用
が
で
き
る
よ
う

必
要
な
財
政
措
置
―
な
ど
を

要
望
し
て
い
る
。

ほ
か
、多
く
の
意
見
書
が
少

人
数
学
級
の
推
進
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
る
。

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る

平
和
の
早
期
実
現

平
和
の
早
期
実
現

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
平
和
の
早
期

実
現
を
求
め
る
意
見
書
お
よ

び
決
議
は
、
意
見
書
16
件
決

議
19
件
の
計
35
件
と
な
っ
た
。

意
見
書
お
よ
び
決
議
で
は
、

ガ
ザ
地
区
を
実
効
支
配
す
る

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
組
織
ハ

マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
大

規
模
衝
突
に
よ
り
子
ど
も
や

女
性
な
ど
多
く
の
人
命
が
危

機
的
状
況
に
晒
さ
れ
、
市
街

地
に
お
い
て
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
し
、

双
方
に
即
時
停
戦
と
平
和
の

早
期
実
現
を
求
め
て
い
る
。


